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日本語と現代ギリシア語の
天候に関する諺対照研究 (2) 

一天候と生活一

浮田 三郎

日本語と現代ギリシア語の諺の世界には、興味ひかれる天候に関する諺が

少なくない。そこには、それぞれの国民が大自然を相手に上手に生活してい

くために、長い聞の経験から、色々な知恵を結集して、様々に変わる天候と

付き合っている姿が窺える。したがって、それらの諺にはそれぞれの国ある

いは地域の自然環境や社会風土・慣習が関係しているように思われる。

両国の諺で天候に関連した表現の中には、いわば天気予報のようなものや

季節に関連したものや天候と習慣の関係などに言及したものなど興味惹かれ

る表現があり、天気予報の諺に関しては「日本語と現代ギリシア語の天候に

関する諺対照研究(1) Jけで述べたが、その他にも両国の発想の仕方にも

言及できるような興味深い諺が見られるので、今回はそのような諺を考察し

てみる。

したがって、本稿は、上記の小論に続くもので、日本語と現代ギリシア語

の天候に関する諺の中で、季節に関連したものや天候と私達の生活、習慣の

関係などに言及した諺を対照比較して、両語の表現の仕方やその背後にある

文化、社会風土や自然環境の相違点や類似点を考察してみる。

両国の諺の対照比較にあたっては、日本語の諺として金子武雄(1983)を中

心に IJ、また現代ギリシア語の諺の場合はMlxa似 -sEdE.Map[a (1981)を中

心に.J、比較的よく知られていると思われる当該の諺を取り出して検討して

みる‘}。

また、以下に挙げる現代ギリシア請の表現には逐語訳を付ける。

l、天候と生活様式

1)天気と農耕と牧畜
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私達の生活の中で天候が関心事でない時は少ないことは言うまでもなく

(cf .手囚， 1995) 、特に戸外での仕事に従事している人々にとっては、大

きな関心事であることは間違いない。私達の伝統的な生活様式がどのようで

あったかを言うことは容易ではないが、古くからの諺の中では、天候と農耕

生活あるいは牧畜の生活様式との関連で語られているものあるいはそれを暗

示するような諺を見ることができる。例えば、

(1)日照りに不作なし

(2 )秋日和半作

( 3 )秋の稲妻千石増す

(4 )二百二十日の荒れじまひ

( 5 )秋の彼岸は農家の厄日

(1)は、上でも述べたが、時期を得た日照りは人々の生活にとってたとえ暑く

とも、農作にとっては良い結果をもたらすと言うのである。また、 (2)では、

収穫の頃の晴れの日は、収穫の成果に対して、それまで長い間面倒を見てき

たその期間と同じくらい大切だと言うのである。(3 )は、期待を込めての表

現であろう。日本でもギリシアでも「雷がすれば雨」と言うような諺がある

( cf.浮田， 1995) が、もちろん「稲妻」は、 「雷」とは別物であり、この

諺では、古代の良民の聞では、 「稲の夫(つま) J と考えられ、稲と霊的に

結合して穏を実らせると考えられていたようである。

(4 )と(5 )では、秋の天候の特徴に言及している。この頃になると必ずと言

っていいほど台風が日本列島に上陸することからこう言われるのである。天

気をよく知っておれば、農作業もスムーズにできると言うものである。

それに対して、現代ギリシア語の諺には、次ぎのように、太陽と雨が適当

な時期に降ってくれると、農家にとっては大きな利益につながり、人々の生

活が登かになることに言及しているものがある (6)。

(6) 'H入(0cκα ( ßpOX~ παvr ρevovτα( 0 ( 中τωx0 i. 

sun and rain get-皿arried the poor 

太陽と雨で、貧之人が結婚する。

(7) Av τα 岳ゐτα 中ωτερa καt τα Aαμπρa a κo τε(va Xapa στo soる καt τo 

Eεvra. 

if the Epiphany bright and the Easter dark joy to-the ox and 

日
りつ白



the plowman 

IIJi現祭が明るく復活祭が暗ければ雄牛と良夫にとっては喜び。

また、 (7)では、lIil現祭の頃(クリスマスの頃)は晴れていて、復活祭(即

ち春先)の頃に雨が降ってくれると、牧草は育つし、農作物も良い収穫が期

待されることが暗示されている。

ところが、次ぎの諺は、どうであろうか。

(8) 'H入lO宮 καl X l O V lπαVTρEUOVταl 0 lαρXOVτo l . 

sun and snow get-married the rulers 

太陽と雪で、主君が結婚する。

(8 )の諺では、農業や牧畜に携わる人々の晴雨のバランスのとれた天候に対

する喜ぴが表されているが、この諺では、貧之人や良夫に対して「金持ち」

は、晴れになろうと雨であろうと雪であろうと、天候に左右されない生活を

送っていることを暗示している。これは、どこの社会でも同じであろう。

(日) lHvτεμ市vε 宮 καλoκα[ρ L， va ταV Vα0ερ[ ~αμε. 

five months summer， it-would-be to we-reap 

夏五カ月、されば収穫できょう。

また、(日)の諺では、夏 (~aÀo~a[pl) には「良い天気」が五カ月も続き、

好天が長く続けばそれだけ長く収穫できるということにも言及している。好

機(時期)を逃すなということも教えている。

2 )天気と習慣

上で述べた農耕や牧畜の生活様式とも関連するが、一般の生活習慣との関

連で述べられている諺も見られる。日本語の諺の場合、 「天気予報の諺」

( cf.浮田， 1995) でも挙げているが、例えば、

(10 )朝雷に戸を開けな

(11 )朝霞に川渡りすな

(12 )朝雨馬に鞍置け

(13 )夕紅に鎌をとげ
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(14 )泉の宵嶋き糊招って待て

などのように、日本人の生活習慣の一部が暗示されている。

現代ギリシア語の諺の場合はどうであろうか。次ぎのような諺の中にギリ

シアの人々の生活習慣が窺えるようである。

(15 )Aπ6καl P Oκt απ'α申εντta.

from weather and fro皿 lordship

天気により主人により

これは、 「長いものには巻かれろ」か「明日は明日の風が吹く」式の考え方

であろうか、天気にも逆らえないし、主人に逆らってもろくなことはないと

いう考え方は日本でもある。天気と関連しては、上のように、日本語の諺で

は「風」が登場する。

(16)MrydE τσ 01l'avot; a τα so υva，μry d E ~ε vráç a τovκaμπo. 

may-not-too shepherd in-the mountains，国ay-not-too plowman 

in-the field 

山に羊飼いもなく、野に農夫もなく。

(17) '0ταv 0καL ρOcεiναLκαλOc sa σταπαvωq， O P l ，κl OταV spEXElκ品με

ωc BE λE l c. 

when the weather is good carry overcoat， and when it-rains d口

as you-want. 

天気が良い時はオーバーコートを持って行け、雨が降る時は好きなよ

うにしろ。

(18 )MηEαAαq，pwaEl宮 τo κopμσo  0 • Eλuμπoc ELVαl X l 0 V lσμEvoc. 

may-not you-lighten the load of the body so long as the Olympus 

is snowed. 

オリンポスが雪を被っているうちは荷物を降ろさぬように。

(16 )は、冬の様子をよく表現している諺である。冬には、農夫は畑の仕事

も無くなるのは日本の農村の冬の風景と同様であるが、羊や羊飼いが冬を越

すために山から下りてくる光景は日本の風景にはなじみがない。

(17 )は、天気は変わりやすいので天気が良くても雨が降った時の用意をし
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ておけと「転ばぬ先の杖」的な諺であるが、次ぎに続くフレーズでは、日正に

雨が降っているのであるから必要な物は当然分かっているということである。

したがって、不忌を打たれて風邪など惹いたりはしないであろう。

(18 )では、春先の季節を連想、させる諺である。雄大な自然を背反に、まだ

オリンポスに雪がある内は寒い日を予期して、それに対応できるようにして

いなさいと教えている。

(19)To xεtμ品vαvερ6μα~ 1 a 0 υκαt τo καλo κα [p l κd πα. 

the winter water with you and the summer capote 

冬は雨が供、夏は合羽が供。

ギリシアで「冬」とは、雨が降る季節とイメージしでも良いであろう。し

たがって、普通は雨に対する用意はできている。一方、 「夏」とは良い天気

の季節のことであり、したがって、めったに雨は降らないが、それでもくず

れるときもある。その時のために合羽を用意しておけと言うのである。

(20 )8pEXεl 0 e E o cκαt 申τα[VE 0 l μ市vεc.

it-rains the god and are-blamed the 皿onths

神が雨を降らし月が罪を負う。

雨が降る。それは神が降らせる (cf.34) にもかかわらず、 「雨の降った

月が惑い」と月が責任を負わされることになることから、比除的には何か悪

いことや不運なことが起こるとそれを何か他のせいにするときの比除にも使

われる。

(21 )Av dεν spUE l A白雪 Oα Eαστερwa ε，. 
if not it-rains how will it-clears up 

雨が降らなければ、如何に天気が良くなるか。

自然の中では雨が降るのは自然で、降るからやがて晴れにもなると言うの

であろう。人生も「山があれば谷もある」と暗示しているようである。

また、次ぎのように、自然の現象を比除的に使用した諺もある。

(22)Tou κακoIl κα lPOIl ταv E申η，τo vαπ長El καtτ'aA入 o a τpEq， El. 

of-the bad weather the clouds， the one goes and the other turns 

っけつ臼



悪天候の雲、行くものあり返るものあり。

(23)Tov κακoIl καl P 0 IIταVEやηaUαπavωκl aUακa τω. 

of-the bad weather the clouds the other above and other below 

悪天候の雲、あるものは上にあるものは下に。

(22)は、悪天候の雲が去ったと思ったらまた返ってくるというので、日本語

の諺「一難去ってまた一難」とも似ている。悪天候が続く状態を語っている。

( 23)も同様の内容の諺と理解してよいであろう。

2、早魅と洪水(晴れと雨)

拙稿， 1995 t )でも述べているが、天候はしばしば私達の生活に大いに影響

を及ぼしている。近年人間の知恵は科学という面で随分と発展してきている

ように思えるが、大自然の猛威の前ではまだまだ大人と赤子の力関係のよう

に思える。先進国と言われる欧米でも、大洪水もあれば早越もあり、甚大な

被害に及んでいることが新聞やテレビなどで報道されたことも一度や二度で

はない。

人間は、古くから早魁や洪水に対して様々な思いを抱いて接してきたよう

である。こうした早越と洪水に言及した諺は、日本語の場合は、

(24)百日の日照りには困らぬが三日の洪水には困る

(25)千日の早魅に一日の洪水

のようなのがあるが、 「洪水」は、私達の町や村を押し流したり、使い物に

ならないようにしたりする。 r日照り」や「早越」も農業や牧畜業にとって

歓迎すべきものではないと思われるが、洪水と比較すると取るに足らないよ

うである。また、次ぎのような諺を見れば、時期を得た「日照り」は、その

ときは暑くとも農業にとっての成果は期待できると言及する。

(26)日照りに不作なし

現代ギリシア語の諺の場合、 「洪水」と明言はしていないが、明らかに大

雨が降り、被害をもたらすことを暗示しているものに、次ぎのようなものが

ある。
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(27)Avo[~αvεo lκαταppaxτεcτ OvpαVOU， 

opened the water-falls of-the sky 

天の滝が聞いた。

(28)Xaλασεoκ6σμoc， 

broke the world 

世界が壊れた。

(27)では、空から滝のように雨が降ってきて、地上の世界に大きな被害を

与えることを暗示している。 (28)の表現は、突然降ってきた大雨が、地上の

世界に大きな被害をもたらしたことに言及しているが、文字通り「人々が大

騒ぎ」をするような場合にも使用される。

現代ギリシア語の諺には、 「日照り」そのものを表現する諺は見られない

が、次ぎのような表現を参照してみることができる。

(29)~κá E lκl 0 τ~ [τ~ lκαc， 

burst~ /r uns away) also the cigada 

蝉も逃げ出す。

逆に、この諺では、 「日照り」を明言してはいないが、夏の猛暑を暗示して

おり、夏の「蝉」でさえも我慢できないひどい暑さに言及していて、おもし

ろさを狙った表現である。

他方、日本語の諺で、暑さに言及したものに次ぎのようなものがあるが、

(30 )朝曇りは禿頭が泣く。

この場合は、やはり「日照り」で、直射日光の強さを暗示しているもので、

これもおもしろさを狙った表現と考えることができるが、暑さでも現代ギリ

シア語の諺とはイメージが相当異なっている。

3、恵みの雨

晴れが私達の生活にとって好ましいことは言うまでもなく、続く日照りで

さえも時節を得た日照りなら農作には好影響を与えてくれるということに言

及する諺も多いが、雨が私達の生活にとって好ましいと言う諺も少なくない。

これまでにも見てきたように、雨は、時には人間社会に大小様々な被害を
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与えることもあれば、他方生きているものにとっては無くてはならないもの

でもある。したがって、時により場所により、雨を加害者と見立てての諺も

あれば、恵みの雨と見立てての表現もある。

即ち、 「雨」は自然界にとって、即ちまた我々の生命にとっても大切なも

のであり、歓迎あるいは必要とされるものとして表現されている諺もある。

例えば、日本語の諺では、

(31 )雨は花の父母

(32)雨降って地固まる

( 33)雨は天から涙は目から

などがあり、 (31)は、まさに雨は大地の生命のもとであることを語っている。

(32)は、雨の効用とでも言うべきものであろうか、もちろん比険的に使用さ

れる。

( 33)は少々怠味あいが異なる。泣いたりしてもこわくはないよということ

であり、雨も涙も自然のことであり、ことさら気にすることではないという

ことであろう。

また、ギリシアの諺にも次ぎのようなものがあり、

(34)To vερ6ε[ναLτou 白E0 ii • 

the water is of-the God's 

水は天のもの。

(35) 'H入lOCκαl sρox市 τou 白εo己 ηεux市.

sun and rain of-the God ・sthe wish. 

太陽と雨は神の希望。

(36)H Bρox時 Et vαl xpua市.

the Rain is golden 

雨は金なり。

(37)Av dεv spHεL α宝 OlXα入[σEl 

πavτακ品τl eα dpo σ[σεl. 

if not it-rains 皿ay i t-drizzle 

always something will it-refresh 

雨が降らなければ霧雨が降りますように、

いつも何かが気分を爽やかにしてくれる。
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( 34) ( 35)は、天からの贈り物あるいは神の望みだと言っている。その点では、

上の日本語の諺 (33)は、表面的には似ているが、内容的には異なる。 (36)は、

現実的に人々が所有したいと思っている物を上げて、雨の重要さを強調して

いる。これら三つは全て、 「恵みの雨」に言及している。さらに、 (37)のよ

うに、リフレシュメントの効用を果たしてくれる雨は、冬の冷たい雨とは別

で、歓迎される雨である。雨が降ればそれに越したことはないのであるが、

そうで無ければ、霧雨でも降って欲しいと言っている。

4、季節の天候の特徴

次ぎに、季節による天候の特徴に言及した諺を対照してみよう(cf.浮田，

1995) 。日本語の諺には次ぎのようなものがある。

(38 )花曇り七日

(39 )栗の花盛りには晴天続く

(40 )変わり易いは秋の空

(41 )雪のあしたは裸の洗濯

(42)冬の雨は三日降らぬ

これらを見ると、 「春夏秋冬」にわたって天候の特徴を述べている。

また、次ぎのような諺は、日本特有の台風に言及したもので、ギリシアの

風土と対照してみると、大いに特徴あるものだとわかる。

(43 )二百二十日の荒れじまひ

(44 )秋の彼岸は農家の厄日

即ち、二百十日や二百二十日あるいは秋の彼岸にはよく台風が日本に上陸す

るということ、また、大体この頃で台風の季節も終わりになるといった日本

の季節の特徴を知っていなければ、これらの諺の表現を理解するのは易しく

ない。

また、この二つと、 (39)の諺は良作業と深い関連で言われていることも分

かる。

ところで、現代ギリシア語の場合は、次ぎのようなのがあり、

(45)Tou Iouv[ou τo VEPO αAa E lτov κoaμo. 

27一



of-the June the water breaks the world 

6月の雨は世界を壊す。

6月は、普通は晴天が続くが、雨が降ると大雨になることがよくあり、地上

の世界に大きな被告を与えると言及している。これは、日本の梅雨とは全く

異なった気象状況の下での出来事である。即ち、ギリシアの 6月は、既に夏

κα入oκαi ρtの季節で、現代ギリシア語で .-:aAoKaiρtとは「良い季候」といった

意味で、ほとんど雨の降らない季節なのである。したがって、予期しないと

きに降る大雨のために被害がより甚大になるということも暗示しているので

あろう。

(46)NEpOτov απp 1ληπαxα i v e L τo sOOl， a κo τ品VE lτo YOVPOUVL καt 

ηπpos αて1VαYE Aa εl. 

4月の雨は牛を太らせ、豚を殺すが、羊は笑う。

(47) 'Hp8ετo κα1.0 καlpa κ a τp 1 sεre  ρocτo μova τa κL μα6ταv 

ep8εl 0 xεt μWVαtπa εl 0 r e ρoc s入αστημ品vταc.

he-ca血e the summer he-turns the old the moustash but when 

he-come the winter he-goes the old blasphe血ing

夏が来たら老人は口ひげを曲げるが、冬が来ると老人は不平を言いな

がら行く。

(46)は、おもしろい表現である。 4月に降る雨は牧草を育て、牛や羊にと

ってはとても良いことであるが、実はこの頃雨が降ると、牧草や雑草が育ち

すぎて、小麦や大麦ゃからす麦などが育たなくなり、豚の食べ物になるもの

非常に少なくなることを暗示している。

(47)では、夏は天気が良いので楽しく戸外を散歩したりカッフェで楽しん

だりするが、冬の季節には家に閉じこもり「寒いとか楽しくない」とか不平

を言っている様子に言及している。老人たちが口髭に触りながら、ギリシア・

コーヒーを飲んでいる様子が浮かんでくる。

(48)Tou 市λtov 0 κ五κλo宝 avεμo宮， rov申εrrαρlOIl xεL μ品vαc.

of-the sun the cycle wind， of-the皿oonwinter 

太陽の輸は風、月の輪は冬。

これは太陽の回りに輸ができれば風が吹き、月の回りに輸ができると雨が
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降ると予想するのである。 r冬」とは冬のような天気ということで、雨の天

気を暗示しているのである。

(49)MησYελaa ε sa τpαxo"μηdf XEAldova κt αV dE λαλ時aE l 

τ(1r{lκα， dEV EIv'καAo καtρa κ，. 
may-not you 1augh the frog， may-not-too swa110w if not sing 

cigada not is summer 

蛙も燕も汝を騎さぬよう、蝉が鳴かねば夏にあらず。

ここでは、蛙も燕も夏が来たといったようなしそさをしても、蝉が嶋かな

ければ夏ではないので、蛙も燕にも罰されないようにしなさいと言っている。

即ち、収穫などにも大切な夏の季節は明確に理解しておかなければならない

ということであろうか。 (46)と同様、動物を使ったおもしろい表現である。

(50 )TαμαupαvEゆητou s 0 ρρl a， τακ6κκl Vατo u v Oτou καταv  

dv'κ 直τat.tauparou dκAou τou aopoKou. 

the b1ack c10uds of-the north-wind， the red of-the south-wind 

and when is very-b1ack of-the cyc1e of-the south-east-wind 

黒雲北風、赤雲南風、そして真っ黒なときはシロコスの季節。

これもギリシア特有の季節の特徴を表していると思われる。黒雲北風、赤

雲南風は、それぞれ冬と夏の特徴であり、シロコスは、経験してみないと実

感が無いかもしれないが、エジプトの砂漠からの熱風をこのように呼ぷょう

で、これが吹き込んでくると気温は 40度 Cを越す猛暑となるのである。

(51 )0 καlPO，πouAεf ταeuλακl 0 Xεtμ品vαtτ'αyoρa{El. 

the weather se11s the woods and the winter them buys 

天気は薪を売り冬はそれを買う。

これは理解し易い。天気の良いときに薪を作って用意をして、冬になると

それを使用するようになると言っている。筆者の子どもの頃の田舎の情景が

浮かんでくるが、ギリシアでも現在は都市ではこのような情景は見られない。

(52)TηV TUPlV市 καLτous αYl品

μπα[V Eιo dlaλ0，στo Yl αλO. 
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the week before Lent and of-the palm 

enters the devil in-the seashore 

四句節前の週とシュロの主日にアクマが浜に入る。

四旬節前の週とシュロの主日は、祝祭日で季節は春で、冬の悪天候も止み、

漁師たちは海に出て行き漁をすることができるようになるという。表現では

r OlaAOC= olaoAoc (悪魔) J という語を使用しているが、 「小舟」のこと

をこう呼ぶのだそうで、 r olaAoCJ の響きは、 「しかしまだ用心はしなさい」

とも言っているようである。

季節との関連で語られている諺は、先に見た (9)、(16)、(17)、(18)など

も特徴のある興味深い諺といえる。また、 (9)、(17)、(18)は教訓的でもあ

る。

5、防雨の好き嫌い

また、晴雨の好き嫌いあるいはこれらを比較した諺には次ぎのようなもの

がある。

(53)五十日の日照りには飽かぬが三日の雨に飽く

(54 )十日の晴れには飽かで一日の雨に飽く

(24 )百日の日照りには困らぬが三日の洪水には困る

(25)千日の早魅に一日の洪水

実際には、五十日の日照りは囚るはずであるが、それよりも三日の雨は嫌な

のである。もちろん洪水にでもなれば大変である。ところが、ギリシアの諺

には、次ぎのような諺が見られ、

(55)Kα入品τερα vα πELVac; παpa Vα κPVWVElC， 

better to you-are-hungry than to you-feel-cold 

凍えるより飢える方が良い。

(29)~κ4εt κl 0 τ~ 1τ~ l καc， 

bursts also the cigada 

蝉も逃げ出す。

(56)Av Oε V spEEεtπWcαEαστEPWσEl， 

if not it-rains how will it-clear up 
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雨が降らなければ、如何に天気が良くなるか。

(46)N， ρ6τov απρIAηπαχα L V E lτo sOdl，σκoτ品ν'lτo yoυρo U V l 

καt ηπρos ατ[ vαyελa εl. 

4月の雨は牛を太らせ、豚を殺すが、羊は笑う。

(55)の「凍える」と言う表現は、冬の雨の日を暗示しているようであり、寒

い雨の日は嫌われている。当然であろう。ところが、 (29)では、上でも見た

ように、非常に暑いことを表現しており、逃げたくなるほどの暑さに言及し

ている。 r良い天気の」夏は歓迎するが、猛暑は懲り懲りである。さらに、

( 56)では、雨の日も享受する態度を表明しているし、 (46)では、雨は一方に

は良かったり、また他方には悪かったりするものだと自然の現象に言及し、

比除的にも人間世界にもこのようなことがあることにも言及しようとしてい

る。

さらに、 3 (恵みの雨)でも兄たように、雨を歓迎する諺も多く見られる

ことも再度指摘しておこう。例えば、日本語の場合 (31)、現代ギリシア話の

場合 (34)-(37)などであるが、そこでは、現代ギリシア詰の諺の方に雨を期

待する気持ちが多く見られるようである。ちなみに、ギリシアの年問の降雨

量は、日本とは比較にならないほど少ない。

おわりに

以上、日本語と現代ギリシア語の諺の問には、似通った内容を物語ってい

る諺も多くあるが、その表現の仕方は相当異なっている。

生活様式や習慣に関する諺では、一般的に言って、日本語の諺の場合が農

耕生活、現代ギリシア語の場合は牧畜生活を示唆する表現が特徴であると言

える。また、現代ギリシア語の諺には自然の現象を例えにした教訓的な諺が

比較的よく見られる。

日照りや洪水に関連した諺では、実際には早魅も被害をもたらすはずであ

るが、ここで見た限りでは、両語の諺で日照りの被害に言及したものは見ら

れず、洪水や大雨は困ると言うものが多い。

これに対して、時節を得た雨は、私達に大いに有益であるという諺は多く

「雨は天の恵み」的な考え方は両国に共通していると言える。

季節の天候の特徴に言及した諺の中にも、農業と関連した天気予報的なも

のが多く見られる。また、日本語の諺は、春夏秋冬の四季に言及しているが、

現代ギリシア語の諺には夏と冬に関連したものが多く、雨のイメージは冬の
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イメージと言ったものも多い。現代ギリシア語の諺では「春の雨」に言及し

たものも特徴がある。ギリシア正教の行事との関連で特徴がある諺もある。

晴雨に対する好き嫌いを表明した諺も多い。晴天が好まれるのは当然のよ

うであるが、日本の諺ではそれに言及した諺が多いのに対して、現代ギリシ

ア語の諺にはそのような諺がそれほど見られない。むしろ、現代ギリシア語

の諺には「恵みの雨」を期待する諺の方が多いことも日本語の場合と対照的

である。しかし、現代ギリシア語の場合でも、大雨や冬の雨は嫌われている。
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( SUMMARY) 

/\ Contrastive Study on the Proverbs Mentioning Weather 

in Japanese and Modern Greek (2) 

- Weather and Life-

Saburo UKIDA 

The aim of this paper is to clarify characteristics of proverbs 

mentioning the weather, through contrastive analysis of expressions 

and their background in Japanese and modern Greek. 

In this analysis have pointed out the similarities and 

differences between attitudes towards rain, a fine day and the hot 

sun of the two countries. 

Generally speaking, one of the characteristics of expressions in 

this comparison is that Japanese proverbs are much concerned with 

agriculture, while proverbs in modern Greek are mainly concerned 

with stock-farming. 

In Japanese proverbs the four seasons are mentioned but in 

modern Greek proverbs summer and winter are mainly mentioned and 

a few interesting proverbs mention spring rain. 

There are many Japanese proverbs mentioning the preference of a 

fine day, but not so many in modern Greek. In modern Greek we find 

many proverbs mentioning their hope for the rain in good timing as 

compared to Japanese proverbs. 

In either language, naturally, there are many proverbs saying 

that excessive rain is not welcome, but that the rain is needed or 

welcome in good timing. 
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